
令和２年度 競技 記

時間 録

9 時 ００ 分 キックオフ 観衆 者

晴 強 人 良好 主審 副審

曇 風 弱 工 不良 A1

雨 無 芝 泥沼 A2

6 1

10 0

先 先

○ × ○ ×

選 手 名 選 手 名

HT 分 3 1 ＧＫ ＧＫ 1 3 分

分 ** 5 4 3 3 ＤＦ ＤＦ 2 3 分

分 2 4 ＤＦ ＤＦ 11 2 35 分

53 分 1 *** 4 2 5 ＤＦ ＤＦ 4 3 分

分 * 2 1 1 28 ＤＦ ＤＦ 8 3 HT 分

分 *** 4 1 3 10 ＭＦ ＭＦ 9 3 分

分 3 2 6 ＭＦ ＭＦ 12 2 * 1 分

分 * 3 2 8 ＭＦ ＭＦ 5 3 分

HT 分 * 2 2 7 ＦＷ ＦＷ 15 2 分

HT 分 1 3 11 ＦＷ ＭＦ 7 3 分

HT 分 * 2 1 9 ＦＷ ＦＷ 6 2 2 分

1 番 分 2 12 ＧＫ ＧＫ 16 1 分 番

5 番 分 1 30 ＤＦ ＤＦ 17 1 HT 分 8 番

番 分 2 17 ＤＦ ＤＦ 18 1 分 19 番

番 分 1 24 ＭＦ ＦＷ 19 1 70 分 11 番

番 分 2 19 ＭＦ ＭＦ 20 1 分 番

9 番 分 ** 1 1 26 ＭＦ ＤＦ 21 1 分 17 番

11 番 分 * 3 2 14 ＦＷ ＭＦ 22 1 分 番

番 分 3 18 ＦＷ 分 番

7 番 分 * 1 3 13 ＦＷ 分 番

小計 合計 合計 小計

番 延後延前後半前半 前半後半延前延後 番

分 0 0 Ｇ Ｋ 5 6 分

分 6 9 Ｃ Ｋ 0 0 分

分 0 0 直接 ＦＫ 0 0 分

分 0 0 間接 ＦＫ 3 0 分

分 0 0 Ｐ Ｋ 0 0 分

7 分 46 分 分

8 分 51 分 分

11 分 53 分 分

15 分 57 分 分

22 分 59 分 分

27 分 61 分 分

34 分 70 分 分

36 分 分 分

39 分 分 分

43 分 分 分

（ ） （ ）

大阪高体連サッカー部 会場責任者 主審サイン

公 式 記 録
中岡　左津記 丸木　佐名絵

会
場 南津守

天
候

状
態

審
判

第４の審判員

大
会
名

７０分 八尾　芽衣

大阪高校総合体育大会〈女子の部〉
3回戦 第1試合 令和2年9月19日 (日)

丸木　佐名絵　氏 宮本　愛心　氏

小野　裕佳　氏

交代

時間 時間

kick off

大 阪 学 芸 高等学校 後半 汎 愛 高等学校

【チーム名】 kick off

16

前半

1

【チーム名】

背番号 背番号

PK戦

石田　心菜 日髙　零紋

学
　
年

シュート（得点者は＊印）

交代
延長後半 延長前半 後半 前半 前半 後半 延長前半

シュート（得点者は＊印）
学
　
年

背
番
号

位置
背
番
号 延長後半

内田　衣泉 宇治　美来

吉尾　香音 磯本　明里

朝倉　加奈子 愛甲　杏花

木村　結衣子 朝本　萌愛

米田　京 新里　美羽

江口　奈々美 上野　舞那

交代

選手 選手

佐藤　千優 松浦　友恵

雪山　琴美 西野　萌

中川　瑚々 山上　桜

酒井　優羽 岡本　弥央菜

川上　七夏 宮崎　百花

三好　華乃 兼光　紗花

交代 小川　由姫 神田　桃花

高取　遥香 吉田　咲

樫森　美空

和田　夏帆

正木　美里 佐野　蒼梨

鈴木 雛子 石原　瑠華

西野　なずな 長峯　莉乃

警・退 時間 氏　　名 事由 合計

17 21 38

チーム合計 合計 警・退 時間 氏　　名 事由

3 1 2シュート数

15 0

0 11

0 3

0 0

得
　
点

時間 チーム 得点者 アシスト 時間 チーム 得点者

0 0

アシスト 時間 チーム 得点者 アシスト

大阪学芸 江口　奈々美 吉尾　香音 大阪学芸 吉尾　香音 内田　衣泉

大阪学芸 小川　由姫 佐藤　千優 大阪学芸 木村　結衣子 内田　衣泉

大阪学芸 雪山　琴美 小川　由姫 大阪学芸 西野　なずな

大阪学芸 江口　奈々美 朝倉　加奈子 大阪学芸 高取　遥香 西野　なずな

大阪学芸 中川　瑚々 雪山　琴美 大阪学芸 吉尾　香音 内田　衣泉

大阪学芸 江口　奈々美 吉尾　香音 大阪学芸 和田　夏帆 内田　衣泉

汎愛 愛甲　杏花 大阪学芸 内田　衣泉

大阪学芸 吉尾　香音 和田　夏帆

大阪学芸 西野　なずな 吉尾　香音

序盤から大阪学芸がイニシアチブを取ってゲームを進める。選手1人1人がボールの移動中に良い準備をしながら相手を観てボールを動かす。
攻撃は相手をスライドさせながらFW⑨を起点にクサビが入れば、前向きでMF⑩、MF⑧がタイミング良く関わりながら、サイドアタッカー
が3人目の動きでゴールへと迫る。この試合を通じて良いタイミングでのサポート、アクションが攻撃の関わりの部分が多く見られたことが
印象的であった。また守備ではミスからの1失点はあったが、アンカーのMF⑥朝倉が攻撃の芽を摘む。全体的に攻守の切り替えが速いため、
ボールの回収も速い。また、DF④、DF⑤がリスク管理をしながら安定した守備を見せた。対する汎愛高校の攻守の意図はしっかりとしたブ
ロックを形成してスペースを消しながら、ボールが奪えたらFW⑫、MF⑥のリアクションを観てカウンター攻撃を果敢に打つ。結果は大阪学
芸が勝利したが大阪学芸の攻守の質の高さと汎愛高校の攻守の意図がはっきりと見えたゲームであった。70分間ハードワークして闘い抜いた
両チームの健闘と称えたい。

戦評者氏名 井 尻 真 文 勤務先又は所属　 星 翔 高 等 学 校

大阪学芸 木村　結衣子

交 代 要 員交 代 要 員


